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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
ひ
つ
じ
年
で
す
。
羊
は

ウ
シ
目
ウ
シ
科
ヤ
ギ
亜
科
の
動
物

で
す
。
群
れ
を
な
す
羊
は
家
族
の

安
泰
を
示
し
い
つ
ま
で
も
平
和
に

暮
ら
す
事
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

▼
昨
年
の
電
機
大
手
企
業
は
一
部

を
除
き
収
益
を
伸
ば
し
て
内
部
留

保
を
増
大
し
て
い
ま
す
。
14
春
闘

で
わ
ず
か
な
賃
上
げ
が
あ
り
ま
し

た
が
消
費
税
増
税
な
ど
で
実
質
賃

金
は
17
ヵ
月
ダ
ウ
ン
と
な
り
暮
ら

し
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
過
去
４
年
間
で
２
５
万
人

以
上
の
人
員
削
減
が
行
わ
れ
今
年

も
止
む
こ
と
が
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
▼
「
沖
電
気
の
職
場

を
明
る
く
す
る
会
」
や
「
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
」
に
は
救
済
を
求

め
る
労
働
者
か
ら
連
絡
が
来
て
い

ま
す
。
退
職
強
要
・
パ
ワ
ハ
ラ
・

遠
隔
地
配
転
な
ど
様
々
な
理
由
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
人
権
無

視
や
法
令
を
守
ら
な
い
企
業
の
横

暴
さ
が
あ
り
ま
す
。
▼
元
沖
電
気

の
労
働
者
Ｍ
さ
ん
は
新
た
な
職
場

を
求
め
て
５
０
社
に
応
募
し
ま
し

た
が
面
談
ま
で
行
っ
た
の
は
、
わ

ず
か
５
社
で
し
た
。
年
齢
な
ど
の

理
由
で
採
用
さ
れ
な
い
と
い
う
厳

し
さ
で
す
。
▼
今
年
こ
そ
、
春
闘

で
大
幅
賃
上
げ
や
時
給
の
ア
ッ
プ

を
実
現
し
生
活
を
守
り
た
い
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
人
権
無
視
や
法

令
を
守
ら
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に

は
厳
し
い
審
判
を
下
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
▼
羊
の
よ
う
に
家
族
と

安
泰
に
暮
ら
し
、
平
和
な
世
の
中

に
な
る
一
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

14
年
の
特
徴
的
な
出
来
事
と

し
て
、
民
意
に
逆
行
す
る｢

辺
野

古
基
地｣

は
造
ら
せ
な
い
と
沖
縄

県
民
が
団
結
を
し
た
オ
ー
ル
沖

縄
の
た
た
か
い
。
原
発
ゼ
ロ
や

再
稼
働
反
対
を
訴
え
る
定
例
行

動
は
、
46
道
府
県
２
７
９
ヵ
所

に
広
が
り
ま
し
た
。

は
た
ら
く
環
境
と
し
て
、
非

正
規
労
働
者
が
２
千
万
人
を
超

え
雇
用
労
働
者
に
占
め
る
比
率

が
38
％
に
増
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
17
ヵ
月
連
続
し
て
マ
イ
ナ

ス
の
更
新
を
続
け
る
実
質
賃
金
。

今
年
は
、
労
働
法
制
の
改
悪

な
ど｢

世
界
一
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や

す
い
国
づ
く
り｣

の
も
と
「
企
業

が
受
け
入
れ
る
派
遣
期
間
の
制

限
を
撤
廃
し
、
生
涯
派
遣
社
員

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
労
働
者
派

遣
法
の
改
悪
、｢

残
業
代
ゼ
ロ
法

案
」
な
ど
労
働
者
の
権
利
を
守

る
雇
用
規
制
も
法
悪
を
し
破
壊

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
再
生
の
た
め
に
は
、

大
幅
賃
上
げ
、｢

正
社
員
が
当
た

り
前｣

の
雇
用
の
安
定
、
最
賃
な

ど
の
底
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

沖
電
気
の
発
表
で
は
、
２
０

０
０
年
以
降
で
最
高
と
な
る
決

算
と
な
り
ま
す
。
好
調
な
業
績

の
陰
で
は
、
長
時
間
労
働
、
健

康
破
壊
、
労
働
強
化
な
ど
は
た

ら
く
者
の
職
場
環
境
の
改
善
は
、

依
然
と
し
て
取
り
残
さ
れ
た
ま

ま
で
す
。

沖
グ
ル
ー
プ
に
、
は
た
ら
く

正
規
社
員
、
非
正
規
社
員
が
力

を
合
わ
せ
て
人
間
ら
し
い
生
活

と
職
場
環
境
を
取
り
戻
す
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を願っ

て創られました。正規・非正規を問わず誰

でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職場

を明るくする会」で検索して下さい。

かなり
苦しい

やや苦しい

まあまあだ

景気回復は、大幅賃上げ、正社員化
最低賃金の引き上げで！

「１５年生活改善要求アンケート」の中間報告より

必要額の加重平均 ３９，８１５円

今のところ健康だが、病気

した時のことを考えると生

活費など不安が強い。少な

い年金で老後のことを考え

ると暗くなる。

日給９千円（家賃７万円、

駐車代、光熱費、社会保

険料）など必要経費を引

くと、毎月の生活費は５

万円以下で生きてゆけな

い。残業がなくなり賃上

げなしでは苦しい。

同じ仕事をする者として明ら

かに差別されている気分にな

りました。同じ派遣の立場の

人の口癖「所詮派遣だから…」

という言葉。個人的には好き

ではありませんが言いたくな

る気持ちわかります。

子どもの教育費に

お金がかかりすぎ

る。家のローンも

あるが、元金がな

かなか減らないし、

給料が安い。生活

費に見合った年功

序列が良い。

残業もやりたくない。仕

事も頑張りたくない。何

故かって、頑張ればもっ

とできるはずと人

を減らされるから。

どうにかしてよ。
忙しい時は、残業時間20

時間を超えるとサービス

残業になります。逆に長

時間手空きもあります。

また、会社は意図的に地

位や賃金格差を

大きくしている

ように見えます。

正
規
社
員
・
非
正
規
社
員
の
区
別
な
く

人
間
ら
し
い
生
活
と
職
場
環
境
を

取
り
戻
す
希
望
の
年
に
！

「生活が苦しい」が80％

沖電気の職場を明るくする会 検索
クリ
ック

ホームページ

困っている・不安なことは？

生活に必要な月の増額

生活実感は？



２００１年３月期 ２０１０年３月期 ２０１３年３月期 ２０１４年３月期

8,217 3,170 3,678 3,788
　　６０歳・定年後の従業員数 ー 21 50 60
　　　臨時従業員数（非正規） ー ー未発表 ー未発表 2,494

38.7 41.3 42.1 42.5

17.2 19.1 19.5 19.8
6,119,995 5,804,001 7,038,935 7,089,023

 １２．４８－９．８１  １３．３９－９．７５ １２．６－１０．０３ １３．２－９．５３

15,690-61.2% 8,413-46.5% 7,775-44.5% 7,756-36 .8%

25,626 18,111 17,459 21,090
　　　臨時従業員数（非正規） ー 　（１１年　１，８５７） 4,107 3,604

5,048 ・21.2％  6,838 ・37.8％ 6,106 ・３５％ 9,352 ・44.3％

120 99 92 99
79 75 86 90

740,250 442,949 455,824 483,112
2,909 2,446 2,611 2,291
12.1% 10.6% 11.4% 未公開

25.0 31.9 27.8 30.2
28,314 13,957 13,475 27,196

営業利益／売上高　　％ 3.8 3.2 3.0 5.6
経常利益 22,240 1,320 20,304 36,655

8,944 3,619 13,599 27,359

148,844 47,607 56,625 91,918
732,483 377,894 349,222 412,514
20.3 10.7 16.1 21.5

148,844 40,532 56,072 88,735

612,221,797 684,256,778 ＊731，468，670＊７５２，０２６，８０６
    ８７０－４３９      １１５－６４     １４０－６９ 　　２８０－１１０

     ５円　・　ＢＢＢ       無　・　ＢＢ＋       無　・　ＢＢー *2   3円・ＢＢ
配当額（年度、株主総会） 　　３０．６憶円 0 ＊優先　１０．３憶円 優+普　３１.８億円

67,862 76,940 44,000 44,000

356,673 172,467 120,524 119,004
 303,788 ・　2.0  101,311 ・　２．５８４，６３０ ・　１．５ 　６８，１３８・０．８

平均年間給与

営業利益
海外売上高比率　％

グループ労組員数－比率
連結従業員数

海外従業員数　・比率
子会社数

期末発行株数
株価　　　高ー低　・円

資本金

純利益
純資産額(資本合計)

総資産額(負債純資産合計）
自己資本比率　％

配当・格付け（Ｒ＆Ｉ）

自己資本

有利子負債　

ネット有利子負債・率(倍）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記載なき財務数値の単位は１００万円）

年休取得ー切捨て日数

製造費用に占める労務費割合

　　連結子会社数

売上高　(以下　連結決算）
一人あたり売上高・万円

　単独・正規従業員数

平均年齢
平均勤続年数

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ５ 年 １ 月 第 ３ １ ８ 号

昼
休
み
中
消
灯
の
取
り
止
め

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
】

入
社
以
来
グ
ル
ー
プ
内
の
ど
の

地
区
で
も
昼
休
み
の
居
室
照
明
の

消
灯
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

先
日
総
務
か
ら
の
通
達
で
、
昼
休

み
に
業
務
す
る
人
や
読
書
す
る
人

の
要
望
に
応
え
る
形
で
取
り
止
め

と
な
り
ま
し
た
。

個
人
の
判
断
で
照
明
が
不
要
と

思
わ
れ
る
場
合
は
消
灯
し
て
下
さ

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
状
消
灯

し
て
い
る
部
分
は
居
室
内
で
ほ
と

ん
ど
な
い
状
況
で
す
。
そ
も
そ
も

昼
休
み
に
ま
で
業
務
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ

り
、
社
内
の
組
合
が
指
摘
す
べ
き

点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
省
エ
ネ
に
便
利
な
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え
も
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

更
衣
室
も
改
善
し
て
ほ
し
い

【
本
庄
・
埼
玉
】

更
衣
室
は
夏
あ
つ
く
、
冬
は
と
っ

て
も
寒
い
。
お
ま
け
に
、
着
替
え

の
時
は
衣
服
の
裾
が
汚
れ
な
い
よ

う
気
を
使
い
ま
す
。
個
人
で
床
に

敷
く
マ
ッ
ト
を
持
参
し
て
い
る
人

も
い
ま
す
が
、
以
前
他
の
工
場
で
、

更
衣
室
の
ロ
ッ
カ
ー
前
に
す
の
こ

が
敷
い
て
あ
っ
て
、
着
替
え
に
重

宝
し
ま
し
た
。

ト
イ
レ
が
新
し
く
な
っ
た
り
、

休
憩
室
の
分
煙
も
進
み
、
福
利
厚

生
が
充
実
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

更
衣
室
も
改
善
さ
れ
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

１
３
年
の
民
間
給
与
３
年
ぶ

り
増
加
も
ピ
ー
ク
か
ら
５
３
・

７
万
円
の
減
少

民
間
企
業
で
働
く
全
て
の
社
員

の
年
間
平
均
給
与
は
微
増
し
ま
し

た
が
９
７
年
の
ピ
ー
ク
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
（
国
税
庁
の
民
間
給

与
実
態
統
計
調
査
）

原
因
の
一
つ
は
低
賃
金
の
非
正

規
社
員
が
約
４
割
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
資
本
金
１
０
億
円
以
上

の
企
業
の
内
部
留
保
金
（
利
益
剰

余
金
な
ど
）
は
９
７
年
比
で
２
倍

超
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
大

幅
賃
上
げ
と
安
定
雇
用
を
増
や
す

こ
と
は
充
分
可
能
で
す
。

非
正
規
社
員
に

業
績
貢
献
の
報
奨
金
な
し

２
０
１
３
年
予
算
達
成
や
復
配

に
向
け
た
協
力
・
努
力
に
報
い
る

た
め
な
ど
の
名
目
で
、
沖
電
気
グ

ル
ー
プ
の
全
労
組
員
に
勤
続
に
応

じ
て
。
夏
に
続
き
、
冬
も
１
万
円

〜
５
万
円
の
特
別
報
奨
金
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
。

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
の
職
場
に
は

約
４
千
人
の
契
約
社
員
（
臨
時
社

員
な
ど
）
と
、
た
く
さ
ん
の
派
遣

社
員
が
働
い
て
い
ま
す
。
契
約
社

員
の
中
に
は
１
０
年
超
の
勤
続
の

人
も
い
ま
す
が
非
組
合
員
。

格
差
是
正
・
均
等
待
遇
の
必
要

が
世
論
と
な
っ
て
い
る
中
、
沖
電

気
の
露
骨
な
差
別
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

派
遣
社
員
の
入
門
も
可
能
に

【
群
馬
・
富
岡
】

派
遣
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
写
真
入
り
の
カ
ー

ド
に
な
り
、
カ
ー
ド
パ
ス
で
出
退

勤
の
管
理
を
す
る
よ
う
に
な
る
よ

う
で
す
。

今
年
の
春
先
か
ら
の
導
入
と
か
。

勤
務
時
間
の
管
理
だ
け
行
う
よ
う

で
、
出
勤
時
の
門
の
開
閉
に
は
使

え
な
い
た
め
「
社
員
の
方
と
同
じ

よ
う
に
、
門
の
開
閉
も
行
え
る
よ

う
に
し
て
欲
し
か
っ
た
ー
残
念
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

出
勤
時
に
門
を
開
け
ら
れ
な
い

た
め
、
社
員
の
人
が
来
る
の
を
待
っ

て
一
緒
に
入
る
姿
を
時
々
見
か
け

ま
す
。
派
遣
の
ほ
と
ん
ど
が
一
番

遠
い
第
五
駐
車
場
で
、
な
ん
と
か

門
で
待
つ
こ
と
な
く
入
れ
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

臨時従業員数には派遣社員は含まれない。＊Ａ種優先株３万株含む。 ＊２ ９月にＢＢ＋

沖電気を考える【第８３回】

正
規
社
員
か
ら
非
正
規
へ

置
き
換
え
進
む

単
独
の
正
規
従
業
員
数
は
０
１

年
比
（
以
下
同
）
で
半
減
。
賃
金

が
正
規
の
６
割
程
度
の
非
正
規
社

員
が
増
加
。
正
規
と
の
均
等
待
遇

が
ま
っ
た
な
し
の
課
題
。

グ
ル
ー
プ
の
労
働
組
合
組
織
率

は
約
４
０
％
ま
で
低
下
。
正
規
社

員
の
た
め
の
労
組
と
揶
揄
さ
れ
、

影
響
力
も
低
下
。
非
正
規
社
員
の

労
働
組
合
へ
の
組
織
化
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

製
造
、
ソ
フ
ト
開
発
な
ど
の
海

外
移
転
も
進
み
、
海
外
従
業
員
比

率
は
急
増
し
て
４
４
％
超
に
な
り

ま
し
た
。
並
行
し
て
、
中
国
な
ど

に
移
管
し
て
い
た
製
品
を
選
別
し

て
、
国
内
回
帰
も
進
め
て
い
ま
す
。

営
業
利
益
率

５
％
超
へ
改
善

沖
電
気
が
人
減
ら
し
リ
ス
ト
ラ

を
開
始
し
た
の
は
１
９
９
２
年
。

以
後
２
３
年
間
で
最
終
損
益
で
赤

字
を
計
上
し
た
の
は
１
２
回
。
最

近
の
２
年
間
は
１
０
０
億
円
程
度

の
為
替
利
益
（
円
安
影
響
）
と
人

件
費
削
減
効
果
も
あ
り
、
営
業
利

益
は
１
８
年
ぶ
り
に
５
％
超
の
利

益
に
な
り
、
１
４
年
３
月
期
は
２

７
３
億
円
の
純
利
益
。

株
主
、
正
社
員
と
同
等
に

非
正
規
へ
も
利
益
還
元
を

株
主
配
当
も
再
開
、
過
去
の
正

社
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
分
も
清
算
さ

れ
、
賃
上
げ
も
再
開
。
し
か
し
、

同
じ
職
場
で
働
く
非
正
規
社
員
の

処
遇
改
善
は
未
だ
で
す
。

今
年
こ
そ
均
等
待
遇
へ
前
進
を
！


